学修成果の可視化  ─大学は誰に、何を、どのように説明すればよいのか─ by 深堀 聰子

























































































キーワードは Closing the loop です。AP 事





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































機械工学プログラムでは、 2 年第 2 クォータ
ー後、 ３ 年終了時、 4 年終了時、修士終了時、
博士終了時が教育課程のチェックポイントと定



































































































63第 17 回 FD・SD フォーラム（AP 事業最終報告会） 基調講演①
イ ギ リ ス で は Subject Benchmark State-
ment という名称で参照基準が定義されていま






















参 照 基 準 で あ る Subject Benchmark State-
ment とセットで国家資格枠組み Framework 




組 み Qualification Framework for the Europe-
































































































































ング（以 下、AL）なんかで 言 いますと、こう
いったものが一つ一つの観点から大学全体の中




















































































































































































































































































































































 学生の理解促進 → カリキュラムツリー，シラバス
 体系性の明確化 → カリキュラムツリー，ナンバリング





















































































































すが、それは A 先 生、B 先 生、C 先 生、とい
うところをしっかり横断的に作っていただくと
いうことが必要じゃないかなと思います。
GPA というのもありますが、GPA も4．３ に










































































































メント・システムに 組 み 込 んでいくというこ
と。これを意識しないと、個別対応でエネルギ
ーを使って最後何のためにこれが行われている
のか皆よく分からないままやっているというこ
とになりかねません。
今日は全体像を少しご理解いただけるための
話になったらよかったな、と思っております。
私の話は以上であります。ありがとうございま
した。
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